
発行／福島県伊達郡川俣町議会

No.かわまた

議会だより
かわまた

議会だより
http://smart.discussvision.net/smart/tenant/kawamata/WebView/

平成30年　　　　　月1日発行

9月議会報告
（各会計決算・補正予算）
決算常任委員会報告
一般質問
構成委員会等の一部変更
国との懇談会
町民の声

2～7
8～13
14～20

21
22～23

24

写真はコンフルエンシアの子どもたち



かわまた議会だより

　
　
　

町
長
と
し
て
公
約
の

達
成
度
、
評
価
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。

　
（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

復
興
の
政
策
を
着
実
に

実
行
で
き
た
も
の
と
考
え
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

答

2

各会計決算を‶認定”しました

町事業を総点検町事業を総点検
　

平
成
30
年
第
５
回
議
会
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら

20
日
ま
で
の
15
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
は
決
算
議
会
で
、
前
年
度
決
算
に
つ
い

て
、
議
案
を
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
委
員
会
で

審
議
し
採
決
し
た
の
ち
に
、
本
会
議
で
報
告
を
受
け
、

改
め
て
討
論
、
採
決
し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
委
員
会
報
告
の
と
お
り
意
見
を
付
し
、

各
会
計
決
算
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
委
員
会
報
告
は
８
〜
13
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

決
算
13
件
、
一
般
議
案
１
件
、
補
正
予
算
６
件
、
人

事
１
件
の
一
般
議
案
21
件
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
の
質
疑

質
問

町税
12億346万3千円
（10.1％）

繰越金
4億1,610万9千円（3.5％）
諸収入
1億7,871万1千円（1.5％）
繰入金
1億4,397万3千円（1.2％）
使用料及び手数料
1億1,783万4千円（1.0％）

寄附金
5,796万1千円
（0.5％）
分担金及び負担金
3,269万5千円
（0.3％）

自主財源
21億8,012万
　　　 3千円
　　（18.3％）

依存財源
97億4,238万7千円
（81.7％）

歳 入
119億2,251万円 財産収入

2,937万7千円
（0.2％）

地方交付税
41億3,400万4千円
（34.7％）

地方交付税
41億3,400万4千円
（34.7％）

国庫支出金
26億5,538万1千円
（22.3％）

国庫支出金
26億5,538万1千円
（22.3％）

県支出金
19億8,258万2千円
（16.6％）

県支出金
19億8,258万2千円
（16.6％）

町債
6億368万5千円

（5.1％）

地方消費税交付金
2億5,497万9千円

（2.1％）

地方譲与税
7,923万3千円（0.7％）

配当割交付金　373万8千円（0.0％）
地方特例交付金　300万5千円（0.0％）
交通安全対策特別交付金　172万1千円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金　353万7千円（0.0％）
利子割交付金　174万8千円（0.0％）

自動車取得税交付金
1,877万4千円（0.2％）

　
　
　

①
多
額
の
資
金
を
投

入
し
た
が
、
山
木
屋
幼
稚
園

は
園
児
が
い
な
い
。
②
粗
飼

料
生
産
組
合
の
事
業
も
イ
ノ

シ
シ
被
害
に
あ
っ
て
い
る
が
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

①
引
き
続
き
募
集
の
案

内
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
教
育
長
）

②
組
合
の
挑
戦
を
評
価
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

質
問

答

名　　　　　　　　称
国民健康保険特別会計（事業勘定）
国民健康保険特別会計（診療施設勘定）
介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療特別会計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
川俣町奨学資金特別会計
工業団地造成事業特別会計
小 島 財 産 区 特 別 会 計
飯 坂 財 産 区 特 別 会 計
大 綱 木 財 産 区 特 別 会 計
小 綱 木 財 産 区 特 別 会 計
山 木 屋 財 産 区 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

歳　　　入
20億8,389万7千円

1,246万9千円
19億2,688万3千円
1億7,655万8千円
1,181万7千円
2,636万6千円
1,707万9千円
1,046万1千円
889万9千円
92万2千円
154万2千円
670万4千円

事 業 収 益
2億8,032万円

歳　　　出
19億345万3千円
1,246万9千円

18億6,320万4千円
1億7,649万8千円
1,074万2千円
2,636万6千円
1,707万9千円
12万2千円
14万7千円
8万4千円
9万6千円

609万5千円
事 業 費 用
2億3,943万2千円

収　　支
1億8,044万4千円

0円
6,367万9千円

6万円
107万5千円

0円
0円

1,033万9千円
875万2千円
83万8千円
144万6千円
60万9千円

経 常 利 益
4,088万8千円

特 別 会 計 等 の 決 算 額
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人件費
10億5,308万6千円
（9.4％）
扶助費
5億7,295万8千円
（5.1％）
公債費
4億8,959万8千円
（4.3％）

普通建設事業費
38億1,861万9千円
（34.0％）

災害復旧事業費
1億9,751万6千円
（1.8％）

物件費
26億3,640万8千円
（23.4％）

補助費等
8億6,252万8千円

（7.7％）

繰出金
7億819万5千円

（6.3％）

維持補修費
3,979万円（0.3％）

その他
8億6,755万5千円

（7.7％）

投資的経費
40億1,613万5千円
（35.8％）

歳 出
112億4,625万

3千円

義務的経費
21億1,564万2千円
（18.8％）

その他の経費
51億1,447万6千円
（45.4％）

3

平成29年度の平成29年度の9月議会
定例会
9月議会
定例会

●
議
案
第
65
号

平
成
29
年
度
川
俣
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

決
算
常
任
委
員
会
か

ら
の
指
摘
も
多
く
、

町
民
の
声
を
聴
い
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。
認
定
に
は
反

対
す
る
。（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

決
算
常
任
委
員
会
報

告
の
と
お
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
し
て
賛
成
す
る
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　

採
決
の
結
果
起
立
多
数
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

賛
成
９
名
・
反
対
２
名

反
対

反
対

反
対

賛
成

《
採
決
》

決
算
の
討
論

●
議
案
第
66
号

平
成
29
年
度
川
俣
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

税
負
担
が
重
く
滞
納

が
多
い
。
認
定
に
は

反
対
す
る
。（
石
河
清
議
員
）

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

賛
成
９
名
・
反
対
２
名

●
議
案
第
67
号

平
成
29
年
度
川
俣
町
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

税
負
担
が
重
く
滞
納

が
多
い
。
認
定
に
は

反
対
す
る
。（
石
河
清
議
員
）

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

賛
成
８
名
・
反
対
３
名

《
採
決
》

《
採
決
》

議案第65号
一般会計決算

議案第66号
国保特会決算

議案第67号
介護特会決算

○は賛成、×は反対

高
橋
真
一
郎

遠
藤　

宗
弘

石
河　
　

清

佐
藤
喜
三
郎

黒
沢　

敏
雄

新
関　

善
三

菅
野
意
美
子

斎
藤　

博
美

菅
野　

清
一

村
上　

源
吉

高
橋　

清
美

○××○○○○○○○○

○××○○○○○○○○

○××○○○○○×○○

議案採択結果一覧
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に
建
設
す
る
か
ど
う
か
判
断

す
る
と
い
う
こ
と
で
い
い
の

か
。
③
道
の
駅
改
修
事
業
は

い
つ
ま
で
に
完
了
す
る
の
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

①
地
権
者
と
の
合
意
条

件
に
基
づ
く
現
状
復
帰
で
あ

る
の
で
、
解
決
す
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

②
建
設
検
討
委
員
会
答
申
に

基
づ
き
策
定
い
た
し
ま
す
。

（
町
民
税
務
課
長
）

③
道
の
駅
の
改
修
は
３
月
末

ま
で
に
完
了
い
た
し
ま
す
。

（
産
業
課
長
）

　
　
　

①
子
育
て
支
援
計
画

の
ニ
ー
ズ
調
査
の
内
容
は
。

②
小
学
校
再
配
置
検
討
委
員

会
の
補
正
の
内
容
は
。
③
中

央
公
民
館
の
雨
ど
い
修
繕
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
耐
震

化
が
先
で
は
な
い
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

①
第
２
期
子
育
て
支
援

計
画
策
定
の
た
め
の
調
査

で
す
。（
子
育
て
支
援
課
長
）

②
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
を
３
回
か

ら
６
回
に
増
や
し
て
開
催
す

る
も
の
で
す
。（
教
育
次
長
）

　
　
　

廃
止
す
る
２
つ
の
委

員
会
は
、
役
割
を
終
え
た
の

か
。
残
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

新
火
葬
場
検
討
委
員
会

は
答
申
を
持
っ
て
役
割
を
終

え
て
お
り
ま
す
。

（
町
民
税
務
課
長
）

復
興
推
進
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
後
継
組
織
を
検
討
中
で

す
。（原

子
力
災
害
対
策
課
長
）

●
一
般
会
計

【
概
要
】
旧
県
繊
維
工
業
試

験
場
跡
地
整
地
工
事
、
火
葬

場
建
設
基
本
構
想
策
定
業
務
、

道
の
駅
施
設
改
修
工
事
等
の

た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
億
３
１
９
万
２
千
円
を
増

額
し
、総
額
１
０
７
億
３
，１

６
８
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

　
　
　

①
県
繊
維
工
業
試
験

場
跡
地
の
問
題
は
こ
の
工
事

で
全
て
解
決
す
る
の
か
。
②

火
葬
場
建
設
に
つ
い
て
は
、

基
本
構
想
策
定
を
し
た
の
ち

●
議
案
第
64
号

附
属
機
関
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

【
概
要
】
町
が
設
置
す
る
附

属
機
関
の
う
ち
、
新
火
葬
場

建
設
検
討
委
員
会
及
び
山
木

屋
地
区
復
興
推
進
委
員
会
を

削
除
す
る
一
部
改
正
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

4

条
例
の
一
部
改
正

予
算
の
補
正

質
問

質
問

質
問

答

答答

③
中
央
公
民
館
の
耐
震
化
に

つ
い
て
は
４
億
円
を
超
え
る

費
用
と
休
館
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
な
お
工
法
と
財
源
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　
　

火
葬
場
建
設
の
財
源

は
。
建
設
す
る
前
提
な
の
か
。

基
本
構
想
策
定
費
が
無
駄
に

な
ら
な
い
か
。

（
佐
藤
喜
三
郎
議
員
）

　
　

財
源
は
過
疎
債
が
最
有

力
で
す
。
基
本
構
想
は
前
に

進
む
べ
き
か
ど
う
か
判
断
す

る
た
め
の
前
提
と
し
て
策
定

す
る
も
の
で
す
。（
副
町
長
）

　
　
　

道
の
駅
の
食
事
施
設

は
公
募
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

（
村
上
源
吉
議
員
）

　
　

川
俣
シ
ャ
モ
の
生
産
向

上
を
目
指
す
計
画
に
基
づ
く

交
付
金
を
活
用
す
る
も
の
で
、

町
内
事
業
者
の
参
入
も
視
野

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
産
業
課
長
）

　
　
　

①
井
戸
掘
削
工
事
の

概
要
は
。
②
汚
染
物
質
運
搬

事
業
費
の
概
要
は
。
③
屯
所

工
事
解
体
の
概
要
は
。
山
木

屋
問
屋
前
消
防
屯
所
も
解
体

希
望
が
出
さ
れ
て
い
る
が
対

応
し
な
い
の
か
。
④
新
た
に

家
屋
解
体
は
対
象
に
な
る
の

か
。　
　
（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

①
山
木
屋
地
区
に
帰
還

す
る
３
軒
分
の
工
事
で
す
。

②
小
島
第
４
仮
置
場
か
ら
可

燃
性
廃
棄
物
を
搬
出
す
る
た

め
の
追
加
経
費
で
す
。

（
原
子
力
災
害
対
策
課
長
）

③
山
木
屋
細
畑
消
防
屯
所
、

大
綱
木
天
神
下
消
防
屯
所
の

２
か
所
の
解
体
で
す
。
不
要

な
屯
所
に
つ
い
て
は
順
次
予

算
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
総
務
課
長
）

④
終
了
し
た
事
業
で
す
が
、

環
境
省
に
確
認
し
ま
す
。

（
原
子
力
災
害
対
策
課
）

質
問

質
問

質
問

答

答

答

9月議会
定例会
※以下、全会一致で可決しました。

●
議
案
第
84
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

次
の
方
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
任
期

は
平
成
30
年
11
月
か
ら
の
３

年
間
で
す
。

•
戸
田　

文
士
氏（

字
柏
崎
）

人
事
案
件

９月議会定例会
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字
寺
久
保
地
内
の
旧
県
繊
維
工
業
試
験
場
跡
地
に

つ
い
て
は
、
町
が
借
地
し
て
お
り
、
地
権
者
と
契
約

解
除
の
協
議
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
協
議
が

難
航
し
、
そ
の
間
も
賃
借
料
を
支
払
い
続
け
て
き
た

こ
と
か
ら
、
議
会
で
は
、
問
題
を
早
急
に
解
決
す
る

よ
う
指
摘
し
、

追
及
し
て
き
ま

し
た
。

　

土
地
問
題
に

つ
い
て
は
、
双

方
代
理
人
の
も

と
、
本
年
中
に

原
状
回
復
す
る

こ
と
を
条
件
に
、

賃
借
料
の
支
払

い
を
本
年
９
月

末
日
ま
で
と
す

る
こ
と
で
合
意

し
て
い
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
火
葬
場
の
更
新
の
た
め
、
町
は
新
火

葬
場
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。
そ
の
答
申
が
平
成
29
年

４
月
に
示
さ
れ
、
候
補
地
、
規
模
の
ほ
か
、
意
見
と

し
て
「
早
急
に
基
本
構
想
を
策
定
し
計
画
を
進
め
る

こ
と
」
と
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
は
、

こ
の
答
申
に
基

づ
き
基
本
構
想

を
策
定
す
る
た

め
の
経
費
で
、

町
は
そ
の
協
議

の
中
で
、
改
め

て
、
施
設
建
設

の
是
非
に
つ
い

て
方
針
を
定
め

る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
主
要
施
策
と
し
て
、
町
で
は
、
道
の

駅
川
俣
を
拠
点
と
し
た
地
域
経
済
活
性
化
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。「
道
の
駅
活
性
化
計
画
」
に

基
づ
き
、
町
農
業
振
興
公
社
に
キ
ッ
チ
ン
カ
―
整
備

を
補
助
す
る
な
ど
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
は
、

国
交
付
金
を
活

用
し
、
川
俣
シ

ャ
モ
の
生
産
力

・
販
売
力
強
化

拠
点
と
し
て
新

商
品
の
開
発
や

試
食
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
の
た
め
、

道
の
駅
の
再
整

備
を
行
い
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

土
地
の
整
地
費
用
等

９
２
５
万
円

基
本
構
想
策
定
業
務
委
託
料

４
７
９
万
円

施
設
改
修
工
事
等９

，６
２
４
万
円

県
繊
維
工
業
試
験
場
跡
地
の
問
題

新
火
葬
場
建
設
基
本
構
想

道
の
駅
活
性
化
計
画

補
正
予
算
額

補
正
予
算
額

補
正
予
算
額
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受理
番号 付託委員会 件　　　　名 請願者住所及び氏名 紹介議員

氏　　名
審査
結果

受理
番号 付託委員会 件　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

H30
4

厚 生 文 教
常任委員会

臓器移植の環境整備を求める意見書の採択
を求める陳情書

兵庫県伊丹市北伊丹1-75
　移植ツーリズムを考える会

理事　井田　敏美

趣旨
採択

8 総 務 産 業
常任委員会

東後庵団地内生活道の町道認定改良
に関する請願書

川俣町字後庵5-8
佐藤　雅和　ほか13名

新関　善三
高橋　清美 採択

9 厚 生 文 教
常任委員会 学校給食費の無料化を求める請願書

伊達市梁川町細谷字花立123
　新日本婦人の会伊達支部

支部長　堀江ミヨ子

遠藤　宗弘
斎藤　博美
石河　　清

採択

10 厚 生 文 教
常任委員会

県に対し「学校給食費の無料化を求
める意見書」の提出を求める請願書

伊達市梁川町細谷字花立123
　新日本婦人の会伊達支部

支部長　堀江ミヨ子

遠藤　宗弘
斎藤　博美
石河　　清

採択

11 厚 生 文 教
常任委員会

国に対し「学校給食費の無料化を求
める意見書」の提出を求める請願書

伊達市梁川町細谷字花立123
　新日本婦人の会伊達支部

支部長　堀江ミヨ子

遠藤　宗弘
斎藤　博美
石河　　清

採択

9月定例会請願審査結果

9月定例会陳情審査結果

　パソコンだけでなく、スマートフォンでも議会中継がご覧いただけます。ライブ
中継のほか、平成28年12月以降の録画中継がスマートフォン対応となっています。
※携帯のアプリでＱＲコードを読み取るとページにつながります。

議会中継をスマートフォンで!

総務産業常任委員会の請願審査

厚生文教常任委員会の請願審査
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第68号

第69号

第70号

第71号

第72号

第73号

第74号

第75号

第76号

第77号

※前頁までの掲載分を除く。

平成29年度川俣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度川俣町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度川俣町奨学資金特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度川俣町工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度川俣町小島財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度川俣町飯坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度川俣町大綱木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度川俣町小綱木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度川俣町山木屋財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度川俣町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

9月議会定例会審議結果 （平成30年９月６日～20日）

意　　　　見　　　　書　　　　名発議
番号

学校給食無料化を求める意見書9
福島県議会議長　　福島県知事
福島県教育委員会教育長

学校給食無料化を求める意見書10
衆議院議長　　　参議院議長
内閣総理大臣　　財務大臣
文部科学大臣

宛　　　　　　　先

提出した意見書等
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①　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
旧
町

内
と
鶴
沢
地
区
で
運
行
さ
れ
て
お

ら
ず
、
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
に

至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
自
治
体

バ
ス
は
、
福
島
県
立
医
大
病
院
ま

で
は
乗
り
継
ぎ
が
必
要
な
現
状
に

あ
る
。
無
料
化
の
検
討
や
利
便
性

を
高
め
、
高
齢
化
時
代
に
対
応
し

た
生
活
交
通
体
系
を
構
築
す
る
こ

と
。

②　

大
作
集
会
所
等
、
集
会
所
の
利

用
方
法
、
窓
口
の
周
知
が
不
十
分

な
現
状
に
あ
る
。
多
く
の
町
民
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

各
集
会
所
利
用
を
一
括
し
て
案
内

8

行政運営の課題を点検
－各課に対し指摘－

主　な　内　容

デマンド型乗り合い
タクシー運行費

大作集会所の建設費
（繰越明許費）

決　算　額議
会
意
見

す
る
窓
口
の
設
置
や
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
な
ど
、
周
知
と
利
便
性
、

利
用
率
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て

の
機
能
に
つ
い
て
も
考
慮
し
対
応

す
る
こ
と
。

③　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
各
課
に

お
い
て
各
種
施
策
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
ペ
ー
ジ
を
設
け
案
内
し
て
い
る

が
、
よ
く
知
れ
渡
っ
て
い
な
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
動
画
配
信
や
、
定
住

化
促
進
総
合
対
策
事
業
な
ど
の
先

進
性
の
あ
る
事
業
は
広
報
を
徹
底

し
、
人
口
増
、
子
育
て
支
援
に
資

す
る
情
報
発
信
に
な
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。

デマンドタクシー（事業受託のT・S観光）

　

第
５
回
定
例
会
の
付
託
を
受
け
、
平
成
29
年
度

川
俣
町
各
会
計
決
算
13
件
に
つ
い
て
、
９
月
６
日

か
ら
18
日
ま
で
決
算
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
各

課
単
位
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
29
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
意
見
し
、「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と

し
て
決
定
し
ま
し
た
。

2,003万4千円

2,907万1千円
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平成29年度各会計・
決算常任委員会報告

①　

自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
研
修
に
職
員
を
参
加
さ
せ
て
い

る
が
、
効
果
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

町
内
企
業
か
ら
外
部
講
師
を
招
い

て
講
義
を
受
け
る
な
ど
内
容
を
見

直
し
、
職
場
全
体
に
研
修
の
効
果

が
広
が
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
向

上
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

②　

初
期
消
火
に
対
応
し
、
消
防
力

の
強
化
の
た
め
役
場
職
員
に
よ
る

本
団
を
設
置
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
定
員
20
名
に
対
し
、
い
ま
だ

11
名
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
住
民

①　

山
菜
や
キ
ノ
コ
か
ら
放
射
性
物
質
が
検
出

さ
れ
る
な
ど
、
住
民
の
不
安
は
払
し
ょ
く
さ

れ
て
い
な
い
。
早
急
に
、
生
活
圏
で
あ
る
里

山
及
び
山
林
除
染
を
実
施
す
る
よ
う
、
国
に

強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

②　

放
射
線
の
影
響
に
よ
る
昆
虫
や
小
動
物
に

対
す
る
生
態
系
の
異
常
に
つ
い
て
、
情
報
収

集
と
知
見
の
活
用
に
努
め
る
こ
と
。

③　

除
染
廃
棄
物
搬
出
後
、
速
や
か
に
用
地
を

返
還
で
き
る
よ
う
、
仮
置
き
場
の
原
形
復
旧

に
つ
い
て
は
、
国
に
適
正
な
基
準
の
作
成
及

び
必
要
な
費
用
負
担
を
求
め
る
こ
と
。

の
安
全
安
心
を
守
る
基
礎
自
治
体

と
し
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

③　

行
政
区
は
最
小
で
４
世
帯
、
最

大
で
１
５
１
世
帯
と
、
構
成
戸
数

に
大
き
な
開
き
が
あ
る
の
で
適
正

化
を
図
る
こ
と
。
町
と
し
て
、
持

続
可
能
な
行
政
区
組
織
の
検
討
を

進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
自
治
組
織

と
の
連
携
を
推
進
し
、
本
町
、
仁

井
町
の
自
治
組
織
の
確
立
に
向
け
、

早
急
に
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。

④　

町
政
懇
談
会
は
自
治
会
及
び
各

地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
ハ

ー
ド
事
業
を
要
望
す
る
内
容
が
多

く
、
本
来
の
町
政
懇
談
会
と
は
言

え
な
い
。
事
前
に
自
治
組
織
の
課

題
、
要
望
を
聞
き
取
る
な
ど
、
自

治
会
担
当
職
員
制
度
を
活
か
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
意
見
交
換

の
場
と
な
る
よ
う
内
容
に
つ
い
て

見
直
す
こ
と
。

⑤　

財
産
区
特
別
会
計
は
、
昨
年
度

決
算
報
告
時
に
、
今
後
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
よ
う
意
見
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
協
議
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
早
急
に
、
管
理
者
会
と
協

議
し
、
検
討
す
る
こ
と
。

主　な　内　容

除染対策事業費
※除染廃棄物の管理・運搬
　に係る経費等

モニタリング業務
委託料
※食品検査、測定機器貸し
　出し等

決　算　額 主　な　内　容

行政区長、連絡員報酬

決　算　額

1,972万6千円8億1,755万4千円

6,179万3千円

議
会
意
見

議
会
意
見

食品モニタステーション（春日診療所）



かわまた議会だより 10

①　

新
火
葬
場
建
設
検
討
委
員
会
の

答
申
が
平
成
29
年
４
月
に
出
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
、
何
ら
取
り
組
み

が
さ
れ
て
い
な
い
。
長
期
的
財
政

の
健
全
化
を
考
慮
し
、
費
用
負
担

及
び
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す
こ
と
。

②　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
率
は
、

い
ま
だ
44
・
５
％
で
あ
る
。
補
助

金
の
増
額
な
ど
、
普
及
率
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
。

③　

個
別
事
情
に
応
じ
た
納
税
相
談

を
行
う
と
と
も
に
収
入
未
済
額
の

解
消
に
努
め
る
こ
と
。

主　な　内　容

浄化槽設置整備補助
（Ｈ29年度設置86基分）
※町の合併浄化槽の
　累計総数　1,321基、
　処理人数　6,038人分

決　算　額

3,571万9千円

議
会
意
見

①　

平
成
29
年
度
中
に
空
き
家
対
策

計
画
書
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
危

険
家
屋
の
対
策
に
つ
い
て
、
早
急

に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
。

②　

町
営
住
宅
に
つ
い
て
も
、
個
別

事
情
に
応
じ
た
相
談
を
行
う
と
と

も
に
収
入
未
済
額
の
解
消
に
努
め

る
こ
と
。

③　

広
瀬
川
沿
い
の
街
路
灯
は
、
Ｌ

　

Ｅ
Ｄ
に
交
換
す
る
こ
と
。

主　な　内　容

空き家等対策事業
※空家等対策計画・空家管
　理システム導入業務委託

決　算　額

1,328万9千円

議
会
意
見

公営住宅長寿命化対策（外壁改修）を行った賤ノ田団地 火　葬　場

①　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

は
、
今
後
ま
す
ま
す
需

要
が
高
ま
る
と
思
わ
れ

る
。
効
果
的
な
周
知
と

普
及
啓
発
に
努
め
る
こ

と
。

②　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者

数
は
依
然
と
し
て
低
く

な
っ
て
い
る
。
事
業
の

普
及
啓
発
に
努
め
る
こ

と
。

主　な　内　容

緊急通報システム
※一人暮らし等の高齢者世帯
対象。利用は82世帯。
所得に応じた自己負担あり。

決　算　額

394万8千円

議
会
意
見

緊急通報システム（事業受託の㈱小林担当者）
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①　

福
島
県
が
実
施
し
て
い
る
ふ
く
し
ま

森
林
再
生
事
業
は
、
山
林
除
染
を
目
的

と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
山
菜
や
キ
ノ

コ
か
ら
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
る
な

ど
、
住
民
の
不
安
は
払
し
ょ
く
さ
れ
て

い
な
い
。
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を
待
た

ず
、
早
急
に
、
生
活
圏
で
あ
る
里
山
及

び
山
林
除
染
を
実
施
す
る
よ
う
、
国
に

強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

②　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
、

復
興
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。
捕
獲
隊

の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

報
償
金
の
増
額
等
に
よ
る
意
欲
向
上
や
、

捕
獲
人
員
の
育
成
支
援
な
ど
、
対
策
に

つ
い
て
抜
本
的
に
検
討
す
る
こ
と
。

議
会
意
見

③　

峠
の
森
の
水
車
は
震
災
後
止
ま
っ
た

ま
ま
で
あ
り
、
花
塚
山
、
花
塚
の
里
も

含
め
た
活
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
観

光
資
源
の
活
用
と
周
知
に
努
め
る
こ
と
。

④　

昨
年
、
一
昨
年
も
指
摘
し
て
い
る
が
、

ま
ち
づ
く
り
川
俣
の
運
営
の
あ
り
方
、

支
援
策
等
に
つ
い
て
早
急
に
結
論
を
だ

す
こ
と
。

⑤　

町
に
引
き
継
げ
な
い
街
路
灯
会
に
つ

い
て
、
補
助
事
業
の
関
係
も
あ
る
が
、

早
期
に
引
き
継
げ
る
よ
う
協
議
を
進
め

る
こ
と
。

⑥　

川
俣
町
農
業
振
興
公
社
に
つ
い
て
は
、

そ
の
業
務
が
農
業
全
般
で
は
な
く
、
川

俣
シ
ャ
モ
の
販
売
を
主
と
し
て
い
る
の

で
、
わ
か
り
や
す
い
名
称
に
改
め
る
よ

う
、
株
主
と
し
て
検
討
を
求
め
る
こ
と
。

平成29年度で終了した絹蔵事業

主　な　内　容

有害鳥獣対策事業
※29年度捕獲頭数：イノシシ
508頭、ニホンザル10匹。
1頭あたり報償金2万3千円。
捕獲隊員はのべ54人

ＴＭＯ推進事業補助金
※絹蔵事業に係る補助。
（Ｈ30年3月末で絹蔵事業
は終了）

決　算　額

1,848万5千円

360万円

①　

小
中
学
校
校
舎
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
点
検
費
用
を

計
上
し
、
児
童
生
徒
の
安
全
な
学
習
環
境
の
整
備
に
努
め

る
こ
と
。

②　

奨
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
人
材
確
保
と
人
口
増
、

定
住
化
の
た
め
見
直
し
を
図
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
増

額
や
、
国
公
立
・
私
立
の
区
分
を
な
く
し
一
律
に
す
る
こ

と
、
町
の
必
要
と
す
る
人
材
に
つ
い
て
は
一
部
給
付
型
を

設
け
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

主　な　内　容

奨学資金貸付金
※高等学校～大学までの
　19人に貸付。

決　算　額

963万6千円

議
会
意
見

川俣中学校
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①　

議
会
の
運
営
状
況
に
つ
い

て
、
定
例
会
、
臨
時
会
は
会

期
の
ほ
か
、
日
程
を
記
載
す

る
こ
と
。

②　

事
務
室
ス
ペ
ー
ス
及
び
傍

聴
席
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
町
当
局
に
要
望
す

る
こ
と
。

議
会
意
見

①　

わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ
は
、
教
育
委
員

会
が
直
接
指
導
に
努
め
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
当
初
に
期
待
し
た

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
事
業
目
的
と
現

在
の
事
業
に
著
し
い
か
い
離
が
生
じ

て
い
る
の
で
、
委
託
先
に
つ
い
て
、

抜
本
的
な
見
直
し
の
検
討
を
図
る
こ

と
。

②　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
の
決
算
常
任
委
員

会
報
告
書
の
と
お
り
、
県
に
全
額
補

助
を
求
め
る
こ
と
。

③　

子
育
て
支
援
は
、
町
長
公
約
の
主

要
施
策
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

具
体
的
な
取
り
組
み
が
、
依
然
と
し

て
見
ら
れ
な
い
。
よ
り
具
体
的
な
定

住
化
と
人
口
減
少
対
策
の
実
現
を
図

る
こ
と
。

④　

入
学
祝
金
に
つ
い
て
は
、
現
状
は

児
童
生
徒
が
入
学
後
の
、
４
月
以
降

の
支
給
と
な
っ
て
い
る
。
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
３
月
の
入
学

準
備
時
期
に
支
給
さ
れ
る
よ
う
、
見

直
す
こ
と
。

議
会
意
見

①　

町
の
近
代
史
に
つ
い
て
、

知
見
の
あ
る
人
材
が
高
齢

化
に
よ
り
失
わ
れ
て
し
ま

う
。
町
史
編
纂
は
、
早
急

に
人
員
を
配
置
し
作
成
で

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
。

②　

中
央
公
民
館
の
耐
震
化

は
、
利
用
者
の
安
全
確
保

の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。

従
来
の
工
法
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
耐
震
化
の

た
め
の
計
画
を
立
て
、
進

め
る
こ
と
。

議
会
意
見

川俣町史

わいわいクラブ（事業受託のまちづくり川俣）

主　な　内　容

わいわいクラブ事業費
※まちづくり川俣に委託。

入学祝金給付金
※小学校80人、中学校97人
にひとり5万円を給付

決　算　額

1,276万5千円

885万円

主　な　内　容

埋蔵文化財
試掘確認調査
※国道114号、349号改良に
　伴う試掘

決　算　額

604万7千円

主　な　内　容

議員報酬等
※期末手当等を含む。

決　算　額

5,854万4千円
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町
当
局
は
、
平
成
29
年
度
決
算

審
査
常
任
委
員
会
審
査
報
告
書
に

よ
り
指
摘
さ
れ
た
事
項
は
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
議
会

か
ら
の
指
摘
及
び
要
望
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
財
政
の
健
全
性
を
損

な
う
こ
と
な
く
、
新
た
な
時
代
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
執
行
体
制
の

強
化
と
行
財
政
改
革
の
推
進
を
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
平
成
29
年
度
各
会
計
の

決
算
は
認
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と

決
定
し
た
。

　

な
お
、
審
査
に
当
た
っ
て
、
成

果
の
概
要
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内

容
の
全
て
に
回
答
で
き
る
よ
う
準

備
し
て
臨
む
こ
と
。
ま
た
、
議
会

会
期
中
は
、
入
札
、
会
議
等
は
行

わ
な
い
よ
う
、
議
会
重
視
の
姿
勢

を
徹
底
す
る
こ
と
。

　
平
成
30
年
９
月
20
日

　
　
　

決
算
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐
藤
喜
三
郎

13

　

平
成
29
年
度
の
各
会
計
の
決
算

は
、
３
月
末
日
で
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
た
山
木
屋
地
区
へ
の
帰
還

と
生
活
再
建
が
本
格
化
し
た
最
初

の
年
で
あ
り
、
ま
た
、
復
興
・
創

生
期
間
（
平
成
28
〜
32
年
度
）
の

２
年
目
と
し
て
、
大
変
重
要
な
年

度
で
あ
っ
た
。

　

山
木
屋
地
区
復
興
拠
点
商
業
施

設
「
と
ん
や
の
郷
」
が
７
月
に
開

所
し
、
荒
廃
し
た
農
業
再
生
・
復

興
の
た
め
、
粗
飼
料
生
産
流
通
拠

点
施
設
整
備
や
施
設
園
芸
導
入
推

進
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、

山
木
屋
幼
稚
園
及
び
山
木
屋
小
中

学
校
再
開
の
た
め
の
施
設
整
備
等

が
行
わ
れ
、
決
算
額
全
体
に
占
め

る
投
資
的
経
費
の
割
合
は
、
28
年

度
に
引
き
続
き
35
％
を
超
え
る
状

況
と
な
っ
た
。

　

依
然
と
し
て
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
復
興
の

た
め
整
備
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
費
等
に
よ
り
、
経
常
的
経
費
、

義
務
的
経
費
が
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
財
政
運
営
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
慎
重
か
つ
重
要
な
判
断

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町が決算書を作成
（決算の調整・

付属資料の作成）

９月議会定例会
（議案の上程・質疑・

委員会付託）

決算の認定・
又は不認定

（委員会報告を基に
討論・採決）

監査委員
（監査報告・意見書）

決算常任委員会
（付託を受け
審議・討論・採決）

監査

意見

報告

付託

意見

報告

議案として上程

決算議決までの流れ

町がまとめた決算書・成果の概要

報告書を読み上げる佐藤委員長
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まちの課題を問うまちの課題を問う

一 般 質 問

石　河　　　清 議員

災害に強いまちづくりを
広瀬川、中島地内の河川改修を急げ

15

菅　野　清　一 議員

なぜ町はコンプライアンスを守れないのか
避難解除に伴う確約書は守られているのか
デジタル防災無線の実効性は

16

菅　野　意美子 議員

ヘルプマークの導入を
新庁舎ロビーコンサートの開催を
福島県環境創造センターの活用を

17

高　橋　清　美 議員

新火葬場建設の進捗状況は
災害に対する町の対応・対策は

18

村　上　源　吉 議員

農村広場の再開は
年度内に完了が危ぶまれる事業への対応は

19

遠　藤　宗　弘 議員

学校、幼稚園等にエアコンの設置を
旧繊維工業試験場跡地の処理、対策の責任を問う
当局の障害者雇用率は

20

9月議会定例会の一般質問には6人の議員が登壇しました。
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避
難
ル
ー
ト
な
ど
の
住
民
説
明
会
の

実
施
は
。

②
毎
年
防
災
訓
練
を
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

③
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改

訂
を
行
い
、
町
民
に
配
布
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

④
本
町
学
校
の
危
険
な
ブ
ロ

ッ
ク
塀
な
ど
の
調
査
点
検
の

結
果
や
今
後
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
伺
う
。

①
現
在
、
福
島
県
が

土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
く
基
礎
調
査
を
行
っ
て

お
り
、
年
度
内
に
完
了
す
る

予
定
で
す
。
住
民
へ
の
周
知

に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
等
を

活
用
し
て
周
知
し
、
必
要
に

応
じ
て
説
明
会
等
の
開
催
を

検
討
し
ま
す
。

県消防操法大会6位に入賞した第10分団

まちの課題を問う 一 般 質 問

石 河　 清 議員
いし　 かわ　　　 きよし

①
本
町
の
災
害
危
険
箇
所
の

基
礎
調
査
は
い
つ
完
了
す
る

の
か
。
標
識
の
設
置
、
避
難
場
所
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
し
ま
す

質
問

町
長

広
瀬
川
、
中
島
地
内
の
早
急

な
河
川
改
修
工
事
の
実
施
と

流
失
陥
没
し
て
い
る
堤
防
の
法
面
復

旧
、
倉
ヶ
作
橋
上
流
に
大
量
に
堆
積

し
て
い
る
土
砂
の
取
り
除
き
な
ど
、

県
に
強
く
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

広
瀬
川
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
県
に
要
望
し
て
い
ま

す
。
県
で
は
、
上
流
の
人
家

が
密
集
す
る
未
整
備
区
間
か

ら
重
点
的
に
整
備
し
、
堆
積

土
砂
に
つ
い
て
は
、
河
川
の

両
側
に
寄
せ
て
な
ら
す
工
法

で
進
め
て
い
く
予
定
で
、
当

該
個
所
に
つ
い
て
も
、
10
月

以
降
、
田
代
川
と
の
合
流
点

付
近
か
ら
下
流
に
１
２
０
０

㍍
程
度
を
施
工
す
る
予
定
で

す
。

広
瀬
川
、中
島
地
内
の

河
川
改
修
を
急
げ

県
に　
　
　
　
　
　

要
望
し
て
い
き
ま
す

質
問

町
長

②
現
在
整
備
中
の
防
災
行
政
無
線
を

活
用
し
、
関
係
機
関
連
携
の
う
え
検

討
し
ま
す
。

③
県
の
基
礎
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
、
全
戸

に
配
布
し
ま
す
。

④
町
内
幼
稚
園
、
小
中
学

校
の
通
学
路
の
点
検
を
行

い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
ま
た
、

危
険
個
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
児

童
へ
の
指
導
な
ど
、
安
全
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長

河川改修が待たれる広瀬川

15
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避
難
解
除
に
当
た
っ
て
、
町

と
国
、
県
で
取
り
交
わ
し
た

確
約
書
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
先
日

の
懇
談
会
（
※
22-

23
ペ
ー
ジ
に
記

載
）
で
の
ゼ
ロ
回
答
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。
ま
た
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

国
と
の
懇
談
会
で
、
議
会
か

ら
国
に
提
出
さ
れ
た
要
望
書

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
町
と
し
て
も
満
足
で
き

な
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
被
災
地
の
現
状
と
課

題
を
直
接
国
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

一 般 質 問

16

菅 野 清 一 議員
かん　 の　 きよ　かず

消
防
屯
所
の
浄
化
槽
負
担
に

つ
い
て
は
３
つ
の
法
律
違
反

を
し
て
い
る
と
６
月
議
会
に
質
し
た

の
に
未
だ
解
決
し
て
い
な
い
。
過
去

の
分
団
長
会
議
で
の
取
り
決
め
と
法

律
は
行
政
上
ど
ち
ら
が
優
先
な
の
か
。

ま
た
問
題
は
い
つ
解
決
す
る
の
か
。

屯
所
の
合
併
浄
化
槽
設
置
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
と

し
て
町
が
整
備
し
た
屯
所
に
つ
い
て

は
町
が
維
持
管
理
費
用
を
負
担
す
る
。

•
消
防
屯
所
の
う
ち
分
団
か
ら
ト
イ

レ
の
設
置
希
望
の
あ
っ
た
箇
所
に
つ

い
て
は
町
が
浄
化
槽
の
整
備
を
し
、

維
持
費
用
は
分
団
で
負
担
す
る
。

•
ト
イ
レ
設
置
の
希
望
が
な
く
、
浄

化
槽
も
設
置
し
て
い
な
い
。

の
い
ず
れ
か
の
取
り
扱
い
と
す
る
こ

な
ぜ
、
町
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

守
れ
な
い
の
か

分
団
長
会
議
で
協
議
し
ま
す
※
９
月
定
例
会
時
点
の
回
答

質
問

と
で
、
町
と
消
防
団
と
協
議
し
決
定

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
員
お
質
し
の
件
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
、
分
団
長
会
議
で
協
議
を
い

た
し
ま
し
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

維
持
費
用
を
町
が
負
担
を
す
る
よ
う

検
討
し
て
お
り
ま
す
。

※
定
例
会
後
に
開
催
し
た
分
団
長
会

議
に
お
い
て
、
平
成
31
年
度
か
ら

は
町
が
維
持
管
理
費
用
を
負
担
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

町
長

町
長

質
問 避

難
解
除
に
伴
う
確
約
書
は

守
ら
れ
て
い
る
の
か

要
望
を　
　
　
　
　

続
け
て
ま
い
り
ま
す

質
問

町
で
整
備
中
の
デ
ジ
タ
ル
防

災
行
政
無
線
だ
が
、
西
日
本

豪
雨
災
害
で
「
聞
こ
え
な
い
」
と
い

う
問
題
が
発
生
し
た
。
ど
う
対
処
す

る
の
か
。屋

外
拡
声
子
局
か
ら
の
放
送

が
聞
こ
え
な
い
、
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
把
握
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
消
防
団
に
よ
る
広
報
、

携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
等
、

複
数
の
手
段
を
活
用
し
、
町
民
皆
様

へ
の
情
報
伝
達
に
努
め
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
の

実
効
性
は

伝
達
手
段
の
確
保
に

努
め
ま
す　
　
　
　

確　約　書（抜粋）
１　国は、川俣町の復興・再生に向けて、
原子力政策を主体的に推進してきた責任
の下、避難指示が解除された後において
も、政府一丸となって責任を持って取り
組んでいく。
２　避難指示解除後の取組をしっかりと確
認するため、国、町及び県は協議の場を
設け、進行管理及び検証を実施し、復興
に向けた取組に反映させていく。

町
長

本年８月に行われた国との懇談会
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小
中
学
生
の
ほ
か
、
町
民
の

方
の
放
射
線
教
育
の
た
め
、

積
極
的
に
は
た
ら
き
か
け
と
研
修
、

見
学
の
活
用
を
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

今
年
度
も
町
内
す
べ
て
の

小
学
校
で
体
験
学
習
を
実

施
済
み
で
あ
る
か
、
又
は
年
内
に
予

定
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
山
木
屋
中

学
校
が
学
習
の
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
平
成
24
年

に
東
京
都
で
考
案
さ
れ
、
経

済
産
業
省
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
登
録

し
、
全
国
各
地
で
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
福
島
県
で
は

11
月
に
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
、
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
配
布
を
予
定
し
て
お
り
、

町
で
も
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ま ち の 課 題 を 問 う

17

菅野意美子 議員
かん　の　 い　 み　 こ

健
常
者
に
見
え
て
も
、
周
囲

の
援
助
が
必
要
な
内
部
障
害

を
持
つ
方
が
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方

へ
の
思
い
や
り
あ
る
行
動
を
呼
び
か

け
る
た
め
、
東
京
都
で
は
「
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
平

常
時
、
緊
急
時
を
問
わ
ず
、
そ
う
し

た
事
情
が
わ
か
る
よ
う
、
ヘ
ル
プ
マ

ー
ク
の
配
布
を
町
で
も
取
り
入
れ
、

ス
ト
ラ
ッ
プ
型
マ
ー
ク
の
配
布
や
、

公
共
の
場
へ
の
表
示
を
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
導
入
を

普
及
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す

質
問

町
長

新
庁
舎
が
完
成
を
し
て
１
年

半
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
町
民

の
多
く
の
方
が
、
き
っ
か
け
が
な
く
、

ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
言
っ
て

い
ま
す
。
町
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
も
、
庁
舎
ロ
ビ
ー
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

庁
舎
ロ
ビ
ー
を
活
用
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
近
隣
で
は
福

島
市
で
、
市
政
１
１
０
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
月
１
回
程
度
、
年
15
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
役
所
ロ
ビ
ー

町
長

質
問

を
一
部
封
鎖
し
、
観
客
席
、
演
奏
者

席
を
設
け
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ジ
ャ

ズ
、
合
唱
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

演
奏
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
に
お
い
て
は
、
庁
舎
内
に
ど
の

よ
う
に
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
か
な
ど
、

課
題
を
整
理
し
た
う
え
で
、
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
庁
舎
の
有
効
活

用
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
を

新
庁
舎
の
有
効
活
用
を

検
討
し
ま
す　
　
　
　

質
問

福
島
県
環
境
創
造

セ
ン
タ
ー
の
活
用
を

今
後
と
も　
　
　

活
用
に
努
め
ま
す

教
育
長

福島市で行われたロビーコンサート

内部障害のサイン
「ヘルプマーク」
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台
風
等
に
よ
る
被
害
が
各
地

で
発
生
し
て
い
る
が
、
町
と

し
て
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
対
応
・
対

策
は
。

①
こ
こ
１
年
間
の
災
害
の
状
況
は
。

②
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
は
。

③「
機
能
別
消
防
団
員
」の
成
果
等
は
。

④
防
災
行
政
無
線
の
機
能
は
。

①
昨
年
10
月
22
日
の
台

風
21
号
に
よ
り
11
件
の

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
う
ち
１

件
で
は
床
下
浸
水
の
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
本
年
９
月
４
日
に

は
、
台
風
21
号
の
暴
風
に
よ
り

町
内
約
１
，２
０
０
戸
が
停
電

し
ま
し
た
。

②
県
の
基
礎
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂

し
、
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

③
町
の
消
防
力
を
強
化
す
る
た

め
設
置
し
た
機
能
別
消
防
団
に

は
、
現
在
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
54
人

に
入
団
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
経
験
10
年
以
上
、
年
齢

は
65
歳
か
ら
75
歳
ま
で
で
、
火

災
発
生
時
の
初
期
消
火
や
後
方

18

川
俣
町
新
火
葬
場
建
設
検
討

委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
か

ら
１
年
５
か
月
が
経
過
し
て
い
る
が
、

ま
だ
町
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

次
の
３
点
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
質

す
。

①
６
月
定
例
会
後
の
進
捗
状
況
は
。

②
町
政
懇
談
会
で
の
質
問
内
容
と
そ

の
答
弁
は
。

③
今
後
の
日
程
等
は
。

①
他
市
町
村
の
事
例
や
火
葬

炉
専
門
業
者
へ
の
聞
き
取
り

を
行
い
、
基
本
構
想
の
策
定
に
向
け

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

②
５
地
区
会
場
に
お
い
て
、
１
名
ず

つ
新
火
葬
場
に
つ
い
て
の
質
問
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
町
で
は
、
建
設
検

討
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て
、
実
現

に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
建
設
費
、

維
持
費
の
少
な
い
方
法
に
つ
い
て
調

高 橋 清 美 議員
たか　はし　きよ　 み

質
問

質
問

町
長

町
長

査
検
討
中
で
す
と
回
答
し
ま
し
た
。

③
新
火
葬
場
建
設
基
本
構
想
策
定
業

務
委
託
料
を
今
定
例
会
で
補
正
予
算

と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。
基
本
構

想
の
策
定
に
よ
り
事
業
費
の
概
算
費

用
の
算
出
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
を
明
確
に
し
、
具
体
的
な
方
向
性

を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

一 般 質 問

新
火
葬
場
建
設
の
進
捗
状
況
は

基
本
構
想
の
策
定
に
着
手
し
ま
す

災
害
に
対
す
る

町
の
対
応
・
対
策
は

消
防
・
防
災
力
の　
　

強
化
に
努
め
ま
す

支
援
等
の
ほ
か
、
検
閲
に
出
動
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
役
場

職
員
に
よ
る
消
防
団
本
団
に
は
、
現

在
11
人
が
入
団
し
て
い
ま
す
。

④
防
災
行
政
無
線
は
、
屋
外
拡
声
子

局
と
呼
ば
れ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
を
取
り

付
け
た
鉄
柱
を
町
内
各
所
に
設
置
し
、

音
声
で
災
害
情
報
や
避
難
情
報
を
放

送
す
る
ほ
か
、
個
別
受
信
機
に
よ
り

各
戸
に
伝
達
す
る
も
の
で
す
。
一
斉

通
信
や
、
文
字
デ
ー
タ
も
送
信
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

火葬場建設検討委員会の答申概要
•建設候補地：現火葬場隣地
※現火葬場の機能を維持させなが
　ら周辺地を活用
•意見（記載事項抜粋）
　周辺住民への配慮、説明会の
実施、先進地の視察研修、財政
確保の検討、整備は平成32年
度を目標、早急に基本計画を策
定し計画を進めること　など

本団による放水訓練
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農
村
広
場
の
仮
設
住

宅
撤
去
、
そ
し
て
農

村
広
場
と
し
て
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
使
用
再
開
時
期
は
。

９
月
１
日
現
在
で
、

農
村
広
場
の
仮
設
住

宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
は
、

14
世
帯
30
人
で
す
。
法
律
に

よ
る
入
居
の
期
限
は
来
年
３

月
31
日
ま
で
で
、
戸
別
に
相

談
に
応
じ
な
が
ら
丁
寧
な
対

応
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
農

村
広
場
の
運
動
場
と
し
て
の

再
開
は
、
全
員
の
方
が
退
去

さ
れ
て
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
ご
心
情
に
配
慮
し
、
現

時
点
で
時
期
に
つ
い
て
述
べ

る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

村 上 源 吉 議員
むら　かみ　げん　きち
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ま ち の 課 題 を 問 う

農
村
広
場
の
再
開
は

再
開
に
つ
い
て
は
未
定
で
す

質
問

本
年
度
に
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
完
了
が
危

ぶ
ま
れ
る
事
業
が
あ
る
の
で
質
問
す

る
。

①
道
の
駅
改
修
事
業
の
進
捗
は
。

②
新
中
町
集
会
所
造
成
工
事
は
。

③
鉄
炮
町
屯
所
新
築
工
事
は
。

①
道
の
駅
改
修
事
業

に
つ
い
て
は
、
当
初

予
算
計
上
時
は
ソ
フ
ト
事
業

と
組
み
合
わ
せ
て
３
か
年
の

事
業
と
す
る
こ
と
で
国
交
付

金
を
申
請
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
不
採
択
と
な
り
、
ハ
ー

ド
事
業
を
対
象
と
す
る
単
年

度
の
交
付
金
事
業
と
し
て
改

め
て
申
請
を
し
、
８
月
３
日

に
交
付
対
象
事
業
の
決
定
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
定
例

会
で
そ
の
内
容
に
修
正
を
す

る
補
正
予
算
を
計
上
し
て
お

り
、
11
月
ま
で
に
設
計
業
務

を
完
了
し
、
12
月
か
ら
施
工
、

３
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
予

定
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

質
問

町
長

町
長

②　

31
年
度
当
初
予
算
に
、
集
会
所

の
造
成
工
事
費
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
９
月
中
に
、
予
定
地
に
あ

る
貯
水
槽
の
解
体
、
造
成
の
た
め
の

測
量
調
査
等
業
務
が
完
了
す
る
予
定

で
、
今
後
速
や
か
に
解
体
、
造
成
工

事
の
発
注
を
行
い
、
年
内
完
成
に
向

け
て
進
め
ま
す
。
上
屋
に
つ
い
て
は

31
年
度
に
着
手
し
ま
す
。

③　

現
在
、
設
計
作
業
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
当
該
予
定
地
が
河
股
城
跡

の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
な
っ
て
お

り
、
文
化
財
の
有
無
を
確
認
調
査
後

に
、
工
事
を
発
注
す
る
予
定
で
す
。

※
支
障
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

　

10
月
末
に
工
事
発
注
予
定
で
す
。

来年３月が期限の農村広場仮設住宅

年
度
内
に

完
了
が
危
ぶ
ま
れ
る

事
業
へ
の
対
応
は

進
捗
に
努
め
ま
す

鉄炮町屯所の新築予定地（字池ノ入地内）
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地
方
公
共
団
体
の
法
定
雇
用

率
は
２
・
５
㌫
で
、
事
業
所

ご
と
に
達
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
町
の
障
害
者
雇
用
は
２
人
で
、

３
・
23
㌫
と
な
り
達
成
し
て
い
ま
す
。

熱
中
症
対
策
の
た
め
、
小
中

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
に

エ
ア
コ
ン
の
早
期
設
置
を
求
め
る
。

現
在
、
ど
の
程
度
設
置
さ
れ
て
い
る

の
か
。

小
中
学
校
、

幼
稚
園
の
普

通
教
室
、
保
育
園
の

保
育
室
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
に
全
て

の
教
室
等
で
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
中
学
校
の

特
別
教
室
な
ど
で
は

一
部
、
未
設
置
の
教

室
が
あ
り
、
可
能
な

限
り
エ
ア
コ
ン
の
あ

る
教
室
を
利
用
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。

遠 藤 宗 弘 議員
えん　どう　むね　ひろ

まちの課題を問う 一 般 質 問
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学
校
、
幼
稚
園
等
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

ほ
と
ん
ど
の
教
室
に
設
置
し
て
い
ま
す

寺
久
保
77-

２
、
77-

３
の
土

地
は
、
平
成
25
年
９
月
議
会

で
「
有
効
な
活
用
策
が
見
い
だ
せ
な

い
も
の
は
返
還
す
る
」
と
当
時
の
町

長
、
企
画
財
政
課
長
が
答
弁
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
何
の
報
告
も
な
く
、

そ
の
後
、
未
払
い
と
な
っ
た
３
年
分

の
地
代
を
一
度
に
予
算
計
上
し
た
り

す
る
な
ど
し
、
５
年
も
の
年
月
が
か

か
っ
て
や
っ
と
合
意
と
な
っ
た
。

　

こ
の
責
任
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。

町
長

町
長

質
問

質
問

当
時
の
古
川
町
長
の
答
弁
か

ら
５
年
の
歳
月
を
経
て
、
平

成
30
年
８
月
３
日
に
不
動
産
賃
貸
借

解
除
に
向
け
た
原
状
回
復
工
事
の
合

意
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
９
月
に
、
古
川
前
町
長

が
そ
の
責
任
を
取
っ
て
、
給
料
の
30

㌫
を
６
か
月
間
減
額
し
ま
し
た
。
ま

た
、
私
が
就
任
し
て
か
ら
は
、
平
成

29
年
３
月
分
の
給
与
を
30
㌫
減
額
し

て
お
り
ま
す
。

　

長
期
に
わ
た
っ
て
合
意
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
や
、
円
滑
な
財
政
運

営
を
妨
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
等

専
門
家
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
粛
々
と
原
状
回
復
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

川
俣
町
の
障
害
者
雇
用
率
は

何
㌫
に
な
る
の
か
。
法
定
雇

用
率
は
達
成
し
て
い
る
の
か
。

当
局
の

障
害
者
雇
用
率
は

達
成
し
て
い
ま
す

旧
繊
維
工
業
試
験
場

跡
地
の
処
理
、

対
策
の
責
任
を
問
う

合
意
内
容
に
基
づ
き

進
め
ま
す　
　
　
　

町
長

　

な
お
、
使
用
頻
度
等
、
実
情
を
よ

く
把
握
し
た
う
え
で
、
次
年
度
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福 田 小 学 校
川 俣 小 学 校
富 田 小 学 校
川俣南小学校
飯 坂 小 学 校
山木屋小中学校
川 俣 中 学 校

富 田 幼 稚 園
川俣南幼稚園
すみよし保育園

普通教室
7/7
9/9
7/7
7/7
7/7
3/3
13/13

保 育 室
4/4
4/4
8/8

特別教室
3/6
6/6
1/3
7/7
1/4
10/10
10/20

遊 戯 室
1/1
1/1
1/1

小・中学校のエアコン設置状況（設置室数／教室数）

幼稚園・保育園



かわまた議会だより

　９月20日の本会議最終日、新関善三議員から委員を辞任する申し出があり追加議案が提出され、
その結果、次のとおり議会委員会の一部が変更になりました。　※下線部が新任の委員。（　）が前任の委員。

●委 員 長　遠藤　宗弘（新関　善三）
●副委員長　菅野　清一
●委　　員　高橋真一郎　　石河　　清　　佐藤喜三郎　　黒沢　敏雄　　新関　善三
　　　　　　菅野意美子　　斎藤　博美　　村上　源吉　　高橋　清美
●委 員 長　高橋真一郎
●副委員長　菅野意美子
●委　　員　佐藤喜三郎　　菅野　清一（新関　善三）　　村上　源吉　　高橋　道也
●委 員 長　高橋　清美
●副委員長　石河　　清
●委　　員　菅野　清一　　村上　源吉（新関　善三）

予　　　算
常任委員会

広 報 編 集
常任委員会

議　　　会
運営委員会

　

８
月
21
日
、
江
東
区
議
会
議
員
自
由
民

主
党
会
派
11
名
が
、
役
場
庁
舎
と
議
場
、

仮
設
住
宅
の
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
江
東

区
か
ら
は
、
災
害
応
援
で
職
員
を
派
遣
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
江
東
区
民
ま

つ
り
に
本
町
か
ら
農
産
物
等
の
出
店
を
す

る
な
ど
、
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
出
身
の
佐
藤
信
夫
議
員
（
現
在
、
議
長
）
の

ほ
か
、
堀
川
幸
次
政
調
会
長
ら
が
訪
れ
、
高
橋
議
長
、

議
員
と
交
流
し
ま
し
た
。
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７
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
、
和
歌
山
県

有
田
川
町
、
日
高
川
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

有
田
川
町
で
は
読
書
推
進
条
例
、
読
書

活
動
推
進
計
画
に
基
づ
く
絵
本
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
４
つ

の
図
書
館
の
ほ
か
、本
の
あ
る
カ
フ
ェ「
Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｃ
」、
ま
ち
か
ど
絵
本
箱
な
ど
の
施
設
が
あ
り

ま
す
。

　

世
界
一
長
い
焼
き
鳥
対
決
で
交
流
の
あ
る
日
高
川

町
で
は
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
、

子
育
て
支
援
商
品
券
交
付
や
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
支
援

施
策
な
ど
特
色
あ
る
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　９月20日の本会議最終日、新関善三議員から辞任の申し出があり、後任の選出議員について選挙が
行われ、次の議員が選出されました。
●選出議員　村上　源吉（新関　善三）　　菅野　清一

議会の組織が変更になりました
構成委員会等の一部変更

伊達地方消防組合議会議員の選挙

所
管
事
務
調
査

和
歌
山
県
有
田
川
町
ほ
か

厚生文教常任委員会

東
京
都
江
東
区
議
会

議
員
視
察

議会活動報告

本町出身の佐藤議長（右端）ほかが来町しました有田川町地域交流センターALECにて
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８
月
23
日
、
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い

て
昨
年
の
避
難
解
除
後
は
じ
め
て
、
国
と

議
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
武

藤
容
治
現
地
対
策
本
部
長
（
経
済
産
業
副

大
臣
）
は
じ
め
総
勢
34
人
の
官
僚
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
こ
れ
ま
で
５
回
に
渡
り
復
興

課
題
に
つ
い
て
懇
談
会
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

懇
談
会
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
避
難
解
除

に
伴
う
要
望
や
新
た
な
要
望
な
ど
強
く
求

め
て
き
ま
し
た
が
今
回
の
回
答
書
は
ゼ
ロ

回
答
に
等
し
い
も
の
で
し
た
。
議
会
と
し

て
は
引
き
続
き
粘
り
強
く
要
望
活
動
を
続

け
被
災
地
の
復
興
に
向
け
て
取
り
組
む
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

復興の課題解決のため
国に要望

復興の課題解決のため
国に要望
国との懇談会を開催

武　藤　容　治
原子力災害現地対策本部長

由　良　英　雄
原子力災害現地対策副本部長

山　下　隆　也
内閣府原子力被災者
生活支援チーム参事官

栗　本　　　聡
内閣府原子力被災者
生活支援チーム参事官

渡　邉　浩　之
復興庁参事官

中　尾　　　豊
環境省福島地方環境事務所
次長

小　林　康　弘
農林水産省東北農政局
震災復興室地方参事官

濱　田　直　春
福島相双復興推進機構
地域・生活支援グループ長

吉　田　英　樹
福島県避難地域復興局
主幹

【主な国出席者】
懇談会での発言者等のみ抜粋

武藤現地対策本部長に町議会から要望書を手渡しました
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　川俣町では、山木屋地区に出されていた避難指示が平成29年３月31日に解除された。
　しかしながら、平成30年８月１日現在320名の町民が帰還し、生活を再開しているが、帰還した
町民のほとんどは高齢者であり、公共施設の運営や地域コミュニティの維持、労働力の確保が課題と
なっている。
　また、依然として多くの町民は避難生活を余儀なくされており、健康面や経済面において不安を抱
えたままの状況となっている。
　このことから、復旧・復興、発展に向けて事業展開を図るためには、継続的な財政、政策支援はも
とより、新たな課題に対する国の様々な支援が不可欠である。
　つきましては、下記事項について強く要望する。

記

⑴　除染等の着実な実施について【復興庁、農林水産省、環境省】
⑵　除染廃棄物の早期搬出について【環境省】
⑶　農地除染について【環境省】
⑷　山木屋小中学校に関する除染について【環境省】
⑸　森林における放射性物質対策について【復興庁、農林水産省、環境省】
⑹　河川における放射性物質対策について【環境省】
⑺　公共事業における汚染土壌の利用について【環境省】
⑻　仮置き場等の原状回復について【環境省】

⑴　山木屋地区復興拠点商業施設の運営費の財政支援について【内閣府、経済産業省、復興庁】
⑵　道路舗装の修繕について【環境省】
⑶　山木屋地区住民の生活安全確保について【内閣府、復興庁、厚生労働省】
⑷　原発事故自主避難者に対する支援拡充について【内閣府、復興庁】

⑴　除染後農地の地力回復等について【農林水産省】
⑵　用排水路・暗渠排水整備事業の確実な実施について【復興庁、環境省、農林水産省】

⑴　公共賠償について【経済産業省】
⑵　原子力損害賠償紛争解決センターの和解仲介手続について【文部科学省、経済産業省】

⑴　復興庁後継組織の設置について【復興庁】
⑵　復興支援に向けた人員確保について【内閣府、復興庁、農林水産省、経済産業省、環境省】
⑶　応急仮設住宅の対応について【内閣府、復興庁】

避難解除後の課題に関する要望書（項目のみ抜粋）

1　除染に関すること

2　生活支援に関すること

3　営農再開に関すること

4　原子力災害に伴う公共賠償等に関すること

5　総合的な復興に関すること



山木屋山木屋

菅 野 福 明菅 野 福 明さんさん

　

肌
寒
い
季
節
を
迎
え
、
北
海

道
東
部
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
皆
様
、
い
ま
だ
避
難
さ
れ
て

い
る
町
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
９
月
議
会
が
閉
会
し

ま
し
た
。
山
木
屋
地
区
の
学
校

問
題
、
農
業
再
生
な
ど
、
引
き

続
き
復
興
事
業
の
さ
ら
な
る
進

捗
を
望
み
ま
す
。
ま
た
防
災
・

減
災
の
た
め
、
町
が
３
年
間
の

継
続
事
業
で
実
施
す
る
防
災
行

政
無
線
整
備
の
実
効
性
の
あ
る

取
組
を
期
待
し
ま
す
。
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
発
行
事
業
は
、

大
変
好
評
で
す
の
で
、
風
評
風

化
対
策
の
た
め
に
も
今
後
と
も

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
が
町
の
多
く
の

皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
編
集
委
員

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
の
声
を
議

会
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
菅
野
意
美
子
）

◇
広
報
編
集
常
任
委
員
会
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長　

高　
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也

委
員
長　
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郎
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委
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長　
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三
郎
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吉
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かわまた議会だより　第167号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

　役場新庁舎ができてから何回か議会を傍聴
させていただいています。私なりに感じたこ
とは質問に立つ議員の顔ぶれがいつも同じよ
うに感じられます。
　質問は議会の最も大事な仕事のひとつだと
思いますが少し残念に思います。また議員さ
んもベテラン組が多く議会も高齢化が進んで
いるようです。新しい議員さんがあまり誕生
しないことは議会の活性化にならないかとも
思います。
　もっと若い議員さんや女性議員が増えてい
かなければならないと思います。
　それには議員報酬も含め議員の身分があま
り保障されていないことも若い議員が出ない
原因と言われています。同じ町民の審判を受
ける立場として首長さんと比べ議員の待遇は
違いすぎるのではないかとも思います。
　新聞報道でもあるように議員のなり手不足
はわが町だけに限ったことではありませんが、
もっと若い年齢層や女性が議会に参加できる
制度を確立して、多くの議論を重ねよりよい
町づくりの方向を見出していただきたいと思
います。議員の皆さんの熱心な議論を期待し
ています。

議会を
　傍聴して

編
集
後
記

編
集
後
記

まちの行事に
楽しく参加しました

　８月14日に行われたからりこフェスタ、10月
６日に行われたコスキンパレードに参加しました。
　からりこフェスタは、今回初めて中央公民館を
会場にし、コスキンパレードは20周年記念とい
う節目の年になりました。
　その他、８月に行われた川俣シャモまつりなど
議員一同、皆さんに身近な場所で楽しみながら参
加しています。

10月６日　コスキンパレード

８月14日　からりこフェスタ


